
高等学校工業科（機械）採点基準

え並豆主主i

［注意］問題によっては， 部分点を可とする

問題番号 正 答 〔例〕 採 点 上 の 注 意 配 点

特許権

実用新案権 順序は関わない。

意匠権 全部合っているものだけを正答とする。
5 

商標権

2 
内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ

9 
ていてもよい。

※ 図は，正答を縮小したものを示している。
I. 5 × 1. 5=2. 25 内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ

3 2. 25 × 2000 × 2000=9000000 8 
9000000÷10000=900 〔m

2〕
ていてもよい。

4 (30-30 ×0. 05） ÷0. 05=570 〔g〕 内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
8 

ていてもよい。

5 
85÷39. 997 × 1000÷500=4. 2503· 内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
したがって， 4. 25 〔mol/L〕 ていてもよい。

8 

速
度
角

2 × 3. 14× 500÷60=52. 3333… 内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
したがって， 52. 3 〔rad/s〕 ていてもよい。

4 

6 

周速
度

86÷100 × 3. 14 × 500÷60 × 3600÷1000= 内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
81. 012 4 

回
したがって， 81. 0 〔km/h〕

ていてもよい。
1 0 0 

支点Aの反力を RA，支点B の反力を Rnとする。
RA X O + 8 × 2.5+( RB XIO) = O カ3 ら
RB

= 20ム10 内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
7 =2 8 

R
A

=8 ー2
ていてもよい。

=6 
したがって， RA

=6 〔kN), RB
=2 〔kN〕

① (1110) 2 
各
3 

8 × 
② (1111000) 2 2 

① (25) 16 

各
3 

9 
② (6D) 1s

× 

(1) F=A•B+A·B 
内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ

3 
10 

ていてもよいロ

(2) 排他的論理和回路
反一致回路， E XCLUSIV E ー O R回路 3 

もよい。

① RAM random access memory もよい。 各
3 

11 
② ROM read only memory もよい。

× 
2 

12 LAN 3 

13 1÷(1÷24十 1÷12 十 l÷8) =4 〔Q〕 内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
8 

ていてもよい。

14 I. 5 × 10 6÷5 =O. 3 〔/.lF〕
内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ

8 
ていてもよい。

15 ダイオー ド 3 



高等学校工業科（機械）採点基準

三盈金主主主

［注意］問題によっては，部分点を可とする。

問題番号 正 答 〔例〕 採点上の注意 記 点

回

回

回

1 

機械に働く力と運動に関する基本的な法則及び具体的な事例｜ 内容を正しくとらえていれば，表
を通して基本的な計算方法を扱うこと。 ｜現は異なっていてもよい。

・マンガンを含有する合金は，純アルミニウムの持つ加工性j
，耐食性を低下させずに，強度を増加させているから。

－ケイ素を含有する合金は， 熱膨張が小さく，耐熱性及び耐
摩耗性に優れているから。

・マグネシウムを含有する合金は，適度な強度をもち，耐食｜
性，成形性，表面処理性及び溶接性に優れているから。

－銅，マグネシウムを含有する合金は，鏑を多く含むため，
展仲｜耐食性は悪いが，鋼に匹敵する強度であるから。
材料トマグネシウム ・ ケイ素を含有する合金は，アルミニウムモデ

金の中で中程度の強さをもち，耐食性及び 加工性に優れて
いるから。

・すず，マグネシウムを含有する合金は，アルミニウム合金
の中で最も高い強度をもち，溶接性に優れているから。

・鉄， 銅を含有する合金は，アルミニウム合金の中で最も倒
い強度であるが，耐食性，加工性及び溶接性に優れている
から。

－銅を含有する合金は，アルミニウム合金の中では強度が
高く，鋳造性や耐食性は劣るが，切削性及び靭性に優れて｜ ｜ ｜それぞれ 一つ書かれていればよい。｜いるから。 I I 1 5 ｜内容を正しくとらえていれば，表l

－ケイ素を含有する合金は， 強度はそれほど高くはないが｜
’｜現は異なっていてもよい。鋳造性に優れているから。 ！ 

・ケイ素と銅を含有する合金は，銅を含有する合金の鋳造性｜

を改善した合金であり，強度，靭性及ひ1耐食性に優れてい
る由、ら。

－ケイ素とマグネシウムを含有する合金は，鋳造性，機械的
性質及び耐食性に優れているから。

ぃケイ素とマグネシウム，銅を含有する合金は，鋳造性はケ鋳物l｜イ素とマグネシウムを含有する合金の鋳造性には劣るが，
i材料｜1耐圧性及び耐熱性に優れているからロ

・銅とマグネシウムとニッケルを含有する合金は，靭性及v:i
耐食性は劣るが， 切削性及ひ而摩耗性に優れているから0

・マグネシウムを含有する合金は，耐食性，籾性及び切削性｜
に優れているから

－ケイ素と銅とニッケルとマグネシウムを含有する合金は，
切削性は悪いが，熱膨張係数は低減し，耐摩耗性を向上さ
せているから。

－ケイ素と鍋とマグネシウムとニッケルを含有する合金は，
鋳造性は悪いが，耐摩耗性及び弾性係数は高く，熱膨張係｜
数が低いから。

機械部品には引張強さと硬さの値が高いことが必要である。亜j
鉛含有量が30 %付近の合金は，引張強さは350 MPaと十分対

× 

2 

なく，また，硬さは60 HV付近であり 純銅とほぼ変わらない。｜ 内容を正しくとらえていれば，戎2 I +I I 2 o 一方，亜鉛含有量が40 %付近の合金は，引張強さが400 MPa到現は異なっていてもよい。
陣えており，硬さが70 HVと増加していることから，亜鉛含有
量が30 %付近の合金に比べ，引張強さと硬さの値が高いため。

原因は工作物の下に平行台がないことと， 工作物の短い面を掴｜
んでいるため，口金問の距離が長くなっていること。また，工作｜
｜物の掴み代が2/3に満たず，口金中央で固定されていないこと
である。 ｜ 内容を正しくとらえていれば，著書穴あけ加工においては，工作物が受けるカに対する反力や加工！

｜現は異なっていてもよい。中に生じる振動により機械万力の口金が緩むことを理解させた l

上で，工作物の下に平行台を入れること。口金聞の距離が短くな
るよう， 工作物の長いほうの面を掴むこと。さらに工作物を機械
万力の口金中央で2/3以上の掴み代で掴むことを指導する。

20 

30 

5 0 




